
自治事務 法定受託事務

■職員□一部委託 □全部委託 □指定管理 □市民ボランティア □NPO等 □その他( )
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※　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。

担当課

令和4年度

400,871

前年度決算額（円）

一般会計

令和06年06月07日(金)

令和9年度

青少年健全育成深谷市民大会開催要項

■ □

4,186,000 4,195,000

こども青少年課 担当係 こども青少年政策係 管理番号 30131青少年健全育成環境づくり事業

健康でいきいきと暮らせるまち

青少年の健全育成の推進

令和7年度

教育費

3,335,010

補助金の支出深谷市民大
会開催

0

12,305,073

8,110,073.00

0.97

3,842,056

0

3,842,056

令和5年度 令和6年度

12,296,073

8,110,073.00

大項目

小項目

1

　青少年の健全育成を目的として活動する深谷市子どもサポート市民会議の活動支援のため、補助金を交付するもの
である。また、青少年育成埼玉県民会議から委嘱された青少年育成推進部会の行う青少年育成活動を支援するもので
ある。その他、青少年健全育成深谷市民大会を実施。中学生の意見発表や演奏会を行う。

県支出金 0 0 0 0

青少年育成費

財
源
内
訳 他特定財源

一般財源

予算（現額）

0

社会教育費

教育費 社会教育費

　市民の方

事務事業

3

事業概要

２．事業費（投入コスト）

総
合
計
画

主要プロジェクト

0 0 0 0

3,822,000

0 0

3,441,185

区分

事務事業評価表
１．基本事項

0.63 0.97

根拠法令
個別計画等

事業区分

目的
※何のために

青少年健全育成環境づくり事業

青少年育成費 青少年健全育成市民大会運営事業

　青少年の健全な成長を促すため。また、地域の一人ひとりが、青少年を見守り、導く存在であることの自覚を促す
ことなど青少年健全育成に向けた地域環境の推進を目的としている。

対象
※誰・何を対象に

区分 款

手段
※どのように

　「七夕まつり合同街頭巡視」や「安全・安心パトロール」などの非行防止活動、、青少年健全育成深谷市民大会に
おける中学生の意見発表などを行う。

成果
※何を求めるか

　地域の人々とのふれあいを通して、青少年が健全に成長することに必要な環境を提供する。

中項目 1 健やかに成長できるまちづくり

0

単位：円

総事業費試算

人件費相当試算※

従事職員数（人）人件
費

8,686,309 8,888,460

5,351,299.00 5,046,404.00

0.68

0事
業
費 地方債

年度別計画

4,215,000 4,186,000

0

決算額

国支出金

3,335,010

0

補助金の支出深谷市民大
会開催

補助金の支出深谷市民大
会開催

補助金の支出深谷市民大
会開催

4,195,000

0

作成日

細事業名

令和8年度

事務事業を
構成する
予算事業

本事業の
主な業務

深谷市子どもサポート市民会議補助金交付

青少年育成推進部会による小中学校訪問

青少年健全育成深谷市民大会開催

執行体制

一般会計

項 目



過去の実績を基準とし設定した。　/　深谷・寄居警察署の補導件数

1,675.00

事業

2,799.00

目標設定することができないため設定していません

1,675.00 1,675.00

210.00

　

200.00 190.00

232.00

令和
7年度

令和
8年度

3,432.00

91.00

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標１
実績値

目標設定することができないため設定していません

91.00

２９年度の実績を基準とし設定した。

1,675.00 1,675.00

４．観点別評価

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

230.00

91.00

令和
9年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

評価者 こども青少年政策係長　飯村　啓史

区分 評価の観点 評価 評価理由

効率性

・意図した成果が上がっている
か。
・指標未達成の場合は、その原因
を分析できているか。

・ICTの活用や業務改善が充分か。
  ※検証必須
・コスト面など効率的に執行できてい
るか。
・民間委託や他事業との統合・連携が
可能か。

子どもサポート市民会議の構成団体だけでなく、各地区の青少年健全育成
会やＰＴＡ、自治会役員などと広く連携しパトロールを効果的に実施する
ことができた。

A

A

様々な犯罪や非行から子どもたちを守り、安全で安心して暮らせる地域社
会を実現するため、市内各地域でＰＴＡや自治会役員など多くの方々にパ
トロールを実施していただいた。

成果

（２）事業効率性評価
事業効率性評価は、執行体制や手段など効率的に事務事業を執行しているかを評価します。
（評価基準）（A:効率的である　B:高める余地あり　C:効率的でない）

評価者 こども青少年政策係長　飯村　啓史

深谷市子どもサポート市民会議に補助金を交付し青少年健全育成活動を支
援することができた。

２９年度の実績を基準とし設定した。　/　安全・安心パトロールの回数

実績値の算出式

14.00 13.00

68.00

1,675.00

回

件

実績値

目標値

実績値

目標値

成果指標２

145.00

実績値の算出式

631.00

実績値

目標値 220.00

91.00

活動指標２

成果指標１

単
位

千円

３．評価指標

評価評価の観点区分

64.00

904.00 981.00

91.00 91.00

人

目標値

実績値

区分

子どもサポート市民会議補助
金交付額

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

指標名

子どもサポート市民会議事業
数

パトロール参加者数

目標値

実績値

パトロール実施回数

青少年の補導件数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

成果指標３

観点別評価は、指標達成の有無の他、その達成率も勘案して総合的に評価します。
目標値の設定がないものについても、進捗状況等を踏まえA～Cの三段階にて評価します。

・活動実績は、見込みに沿い、か
つ投入資源に見合っているか。

（１）事業達成度評価
事業達成度評価は、意図した活動により事業目的に適う成果がでているかを評価します。
（評価基準）（A:達成している　B:おおむね達成している　C:達成していない）

A活動

評価理由・指標数値の推移

目標値の算定根拠/実績値の出所



□ ①拡充,重点化(コスト投入) □委託化等の検討

□ ②現状のまま継続 □成果向上のための改善

□ ③見直して継続 □効率化のための改善

□ ④目的達成による終了 □事業規模の縮小

□ ⑤廃止を検討 □他の事務事業と統合

こども青少年政策係 管理番号

令和7年度以降に取り組む
改善・改革案・今後の課題

（事業目的・各指標の達成に必要
な改善、業務の効率化を図るため

の改善）

７．改善改革プラン・今後の課題

令和6年度に実施する
改善・改革案

（事業目的・各指標の達成に必要
な改善、業務の効率化を図るため

の改善）

青少年育成推進部会員に対する会議案内等をＬＩＮＥを通じて配布するなど通知文書のデジタル
化を図っていく。

８．評価指標グラフ

青少年健全育成深谷市民大会の作品募集等を小学生が使用しているタブレット端末を通じて配布
するなど通知文書のＩＣＴ化を推進していく。

６．所属長評価（今後の方向性）

５．前年度改善改革プラン達成状況

深谷市子どもサポート市民会議は、市内全域で青少年健全育成活動を取り
組んでいる団体であり、青少年育成推進部会は、自ら積極的に非行防止活
動などを実施している組織である。いずれの組織も、青少年健全育成の環
境づくりに大きく貢献している団体のため今後も支援を続ける。

令和4年度の評価を受けて
設定した改善・改革案

達成状況及び
その効果

青少年健全育成深谷市民大会の作品募集等を小学生が使用しているタブレット端末を通じて配布
し、事務の軽減及び紙資源の節約を図ることができた。

評価者 こども青少年課長　美野田　芳二

評価の内容説明

30131事務事業 青少年健全育成環境づくり事業 担当課 こども青少年課 担当係

区分 活動指標２ 指標名 子どもサポート市民会議事業数

区分 成果指標２ 指標名 パトロール実施回数

12.5

13

13.5

14

14.5

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

目標値

実績値

0

50

100

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

目標値

実績値

上記を実施するための具体的な取組内容は？


